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平成28年度補正予算の概要

一 般 会 計 歳 出 の 主 な も の

条 例 の 改 正

第 ５ 回 臨 時 会

人　事　案　件

年
頭
の
ご
挨
拶

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
年
頭
に
当
た
り
謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
美
郷
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
災
害
も
な
く
過
ご
せ
た
一
年
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
全
国
で
発
生
し
て
い
る
想
定
の
で
き
な
い
災
害
が
、
本
町
で
も

い
つ
発
生
す
る
か
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
常
日
頃
か
ら
住
民
が
安
心
し
て

住
め
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
万
全
の
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ

と
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
国
内
の
景
気
動
向
に
つ
い
て
は
、
緩
や
か
な
上
向
き
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
地
方
へ
の
景
気
回
復
の
兆
し
は
、
ま
だ
遠
い
状
況
に
あ
る
よ
う
で

す
。

　
そ
う
し
た
中
、
合
併
後
十
年
が
経
過
し
、
課
題
は
山
積
み
で
す
が
、「
美

郷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
確
実
に
実
行
し
、
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
美
郷
町
を
変
え
て
い
く
第
一
歩
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
昨
年
十
月
よ
り
庁
舎
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
町
政
の
拠
点
と
な
る
べ

く
、
一
日
も
早
い
完
成
を
待
ち
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
後
に
私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
常
に
皆
様
と
の
対
話
を
重
視

し
な
が
ら
町
政
発
展
の
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
繁
栄
、ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

美
郷
町
議
会
議
長
　
森
田
　
久
寛

　

平
成
28
年
12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
７
日
～
９
日
ま
で
の
３
日

間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補

正
予
算
等
15
件
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◆美郷町人権擁護委員に、藤本　政嗣 氏を推薦
　町内５名の人権擁護委員のうち、１名が平成 28 年 12 月をもって任期満了となるこ
とから、引き続き北郷地区の藤本 政嗣 氏を推薦することに意見を求められ、適任と決
定。任期は平成 31 年 12 月までの３年間。
◆美郷町教育委員会委員に、堀　正人 氏の任命に同意
　町内５名の教育委員のうち、１名が今年２月をもって任期満了となることから、引き
続き南郷地区の堀　正人氏を任命することに同意。任期は平成 33 年２月までの４年間。

※①歳出のみの補正。同額の予備費を減額。　※②予算の組み替えのみ。
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○ケーブルテレビ監視管理・制御装置更新業務委託料……………………………………………１０，９０８千円
　（�導入から６年が経過した機器について、メーカーサポートが平成 29 年３月で終了することから、機器の

更新を行い、システムの安定稼働と保守経費の削減を図る。）　
○畜産業生産振興費【県単：畜産競争力強化整備事業補助金】…………………………………４３，６７０千円
　（�牛舎・堆肥舎・鶏舎を整備し、生産基盤の強化による畜産経営の計画的な飼養規模拡大と経営の安定を図る。）
　【実施主体－日向地域肉用牛クラスター協議会・東臼杵肉用鶏クラスター協議会】
　　西郷地区／畜舎新設（繁殖牛舎 255 ㎡・分娩育成牛舎 495 ㎡・堆肥舎 140 ㎡）
　　南郷地区／鶏舎新設（鶏舎２棟 1,317 ㎡・鶏舎増設 234 ㎡）
○林業施設災害復旧工事費（西郷地区林道 16 路線）……………………………………………２９，７００千円

◆�美郷町議会の議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例
◆�町長等の給料及び旅費に関する条例の一部を改正する条例
　「特別職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律」が改正されたことにより、これに基づき平成
28 年 12 月期末手当より、支給月額を 0.1 月分引き上げの改正を行うもの。
◆一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　平成 28 年人事院及び県人事委員会の勧告に基づき、給料を平均 0.2％引き上げ、並びに平成 28 年 12 月に
支給する勤勉手当の支給月額を 0.1 月分引き上げの改正を行うもの。
◆区長の設置及び報酬等の支給に関する条例の一部を改正する条例
　南郷地区の神門下一区と神門下二区において、合併に関しての合意が整ったことを受け、神門下区として、
平成 29 年４月からの区長の設置について条例を改正するもの。

●議案第 72 号　工事請負契約の締結について
　美郷町簡易水道再編推進事業　入下地区配水管布設工事
《契約の相手方》株式会社 北部産業開発　《契約金額》6,631 万２千円
●議案第 73 号　工事請負契約の締結について
　美郷町簡易水道再編推進事業　遠方監視設備及び電気計装設備工事
《契約の相手方》西南電気株式会社　《契約金額》１億 2,366 万円
●議案第 74 号　平成 28 年度美郷町一般会計補正予算（第３号）
　主に９月の台風 16 号による豪雨被害による町道の復旧等により、５億 4,863 万円を追加。
●議案第 75 号　平成 28 年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
　９月の台風 16 号による豪雨被害による水道施設整備工事のため、130 万円を追加（同額の予備費を充当）。

　平成 28 年 10 月 18 日に第５回臨時議会が開催され、提出された次の議案についていずれも原案のとおり
可決しました。

８９億７，８４１万円

１３億９，６６８万円

１０億８，５４５万円

２億２，６９２万円

３億６，４１０万円

１億２，６６７万円

３億５，７９８万円

６億３，３２６万円

　　　７，１９９万円

１３２億４，１４３万円

１億５，２６３万円

２，３８３万円

２，５１７万円

１万円

４２７万円

（※①）０万円

（※②）０万円

２３４万円

６６万円

２億８８９万円

補正後予算額補正予算額会　　計　　別

合　　　　　計

一　般　会　計

国 民 健 康 保 険 事 業

介 護 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療 事 業

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

国 民 健 康 保 険 診 療 所 事 業

国民健康保険病院事業（収益的収支）

国民健康保険病院事業（資本的収支）

特
　
別
　
会
　
計

水道工事が進む入下地区

提出された議案と審査結果
（第５回臨時会　10月18日）

議案番号

議 案 第 72 号

議 案 第 73 号

議 案 第 74 号

議 案 第 75 号

議 案 名

工事請負契約の締結について  

工事請負契約の締結について

平成28年度美郷町一般会計補正予算（第３号）

平成28年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

審査結果

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）
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線
は
平
成
29
年
度
か
ら
防
災
安
全
交
付

金
事
業
で
整
備
す
る
。
町
道
下
り
谷
～

横
八
線
の
樹
木
は
所
有
者
か
ら
伐
採
許

可
を
得
た
の
で
対
処
し
た
い
。

②
田
代
小
学
校
の
渡
り
廊
下
の
マ
ッ
ト

止
め
は
テ
ー
プ
止
に
な
っ
て
い
る
。
安

全
対
策
は
十
分
な
の
か
伺
う
。

【
答
】（
教
育
長
）
学
校
内
の
危
険
箇
所

に
つ
い
て
は
、
学
校
長
か
ら
の
要
望
で

整
備
す
る
。

①
北
郷
黒
木
地
区
の
茶
園
で
平
成
27
年

に
チ
ャ
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
発
生
し
て

い
る
。
連
続
し
て
平
成
28
年
に
も
発
生

し
た
。
ど
の
よ
う
な
予
防
対
策
を
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

【
答
】
適
期
防
除
の
呼
び
掛
け
と
茶
部
会

員
の
薬
剤
代
の
一
部
補
助
を
継
続
し
て

い
く
。

②
平
成
28
年
８
月
、
北
郷
八
重
地
区
の

山
林
で
「
ヤ
マ
ダ
カ
レ
ハ
」
に
よ
る
ク

ヌ
ギ
等
の
被
害
が
発
生
し
た
。
対
策
と

し
て
幼
虫
駆
除
、
サ
ナ
ギ
駆
除
、
成
虫

の
誘
灯
捕
殺
、
卵
の
捕
殺
等
を
実
施
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
28
年

に
お
い
て
も
被
害
が
発
生
し
、
拡
大
の

傾
向
に
あ
る
。
今
実
施
し
て
い
る
駆
除

対
策
で
十
分
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
答
】
県
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
近
隣

の
市
町
村
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
対
策

に
努
め
て
い
く
。

【
問
】
町
道
・
林
道
の
排
水
処
理
対
策
に

つ
い
て

台
風
時
に
町
道
・
林
道
か
ら
土
砂
が
、

町
道
や
人
家
の
庭
ま
で
堆
積
す
る
箇
所

が
あ
る
。今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
町
と
し
て
、
調
査
し
対
応
し
な
が

ら
計
画
的
に
整
備
す
る
。

【
問
】
沢
か
ら
の
土
砂
流
対
策
に
つ
い
て

台
風
時
に
沢
か
ら
土
砂
が
、
用
水
路
及

び
水
田
に
流
入
し
て
堆
積
す
る
箇
所
が

あ
る
。
フ
ト
ン
籠
等
設
置
で
き
な
い
か

伺
う
。

【
答
】
建
設
課
が
現
地
調
査
し
て
対
策
を

検
討
す
る
。

【
問
】
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

議
場
の
床
は
設
計
で
は
フ
ラ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
。
他
の
自
治
体
の
議
場
を

見
る
と
、
多
少
勾
配
が
つ
い
た
議
場
に

な
っ
て
い
る
。
執
行
部
席
、
議
員
席
、

傍
聴
席
に
勾
配
を
付
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

【
答
】
設
計
通
り
議
場
は
フ
ラ
ッ
ト
に
す

る
。

【
問
】
通
学
路
及
び
校
内
危
険
箇
所
整
備

に
つ
い
て

①
通
学
路
の
う
ち
、
町
道
迫
内
～
南
風

谷
線
に
は
猪
や
鹿
等
が
横
断
し
て
い
る

箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
町
道
下
り
谷
～

横
八
線
で
は
、
歩
道
に
雑
木
や
か
ず
ら

が
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

こ
う
し
た
通
学
路
の
安
全
確
保
を
伺
う
。

【
答
】（
教
育
長
）
町
道
迫
内
～
南
風
谷

新玉　卓教  議員

提出された議案と審査結果
（第４回定例会　12月７日～９日）

農
林
産
物
等
防
除
に
つ
い
て

議案番号

諮問 第  3 号

同意 第  2 号

議案 第 76 号

議案  第 77 号

議案 第 78 号

議案 第 79 号

議案 第 80 号

議案 第 81 号

議案 第 82 号

議案 第 83 号

議案 第 84 号

議案 第 85 号

議案 第 86 号

議案 第 87 号

議案 第 88 号

請願 第  3 号

請願 第  4 号

請願 第  5 号

発議 第  4 号

発議 第  5 号

発議 第  6 号

発議 第  7 号

議 案 名

人権擁護委員候補者の推薦について

美郷町教育委員会委員の任命について

美郷町議会の議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例

町長等の給料及び旅費に関する条例の一部を改正する条例

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

区長の設置及び報酬等の支給に関する条例の一部を改正する条例

平成28年度美郷町一般会計補正予算（第４号）

平成28年度美郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

平成28年度美郷町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

平成28年度美郷町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

平成28年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）

平成28年度美郷町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）

平成28年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第３号）

平成28年度美郷町国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）

動産の取得について

国民健康保険制度の改革にあたり、国庫負担割合の引き上げを求める意見書提出の請願

介護保険の給付縮小・負担増を中止し、充実を求める意見書提出の請願

後期高齢者医療制度の保険料軽減特別措置の継続を求める意見書提出の請願

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書

国民健康保険制度の改革にあたり、国庫負担割合の引き上げを求める意見書

介護保険の給付縮小・負担増を中止し、充実を求める意見書

後期高齢者医療制度の保険料軽減特別措置の継続を求める意見書

審査結果

適任（全員一致）

同意（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

採択（全員一致）

採択（全員一致）

採択（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

町道迫内～南風谷線

請　　願　・　意　　見　　書
～ 12 月定例会において審査された請願、意見書については、いずれも採択、可決されました～

■ 請　　　願
 請願第３号　国民健康保険制度の改革にあたり、国庫負担割合の引き上げを求める意見書提出の請願
 請願第４号　介護保険の給付縮小・負担増を中止し、充実を求める意見書提出の請願
 請願第５号　後期高齢者医療制度の保険料軽減特別措置の継続を求める意見書提出の請願

　上記３件の請願は、平成 28 年 12 月７日に審議を付託された文教厚生常任員会で審査を行い、採択と決定。
その後、12 月９日の本会議においても採択されたことに伴い、内閣総理大臣ほか関係機関へ意見書を提出しま
した。
■ 意　見　書

 発議第４号　地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書
　地方分権時代を迎えた今日、地方公共団体の自由度が拡大し、自主性及び自立性の高まりが求められる中、
住民の代表機関である地方議会の果たすべき役割と責任が格段に重くなっている。また、地方議会議員の活動
も幅広い分野に及ぶとともに、より積極的な活動が求められている。
　しかしながら、昨年実施された統一地方選挙において、町村では、議員への立候補者が減少し、無投票当選
が増加するなど、住民の関心の低下や地方議会議員のなり手不足が大きな問題となっている。
こうした中、地方議会議員の年金制度を時代に相応しいものにすることが、議員を志す新たな人材確保につな
がっていくと考える。
　よって、国民の幅広い政治参加や地方議会における人材確保の観点から、地方議会議員の厚生年金制度加入
のための法整備を早急に実現するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第 99 条の規定に基づき、意見書を提出する。
　　　　　　　　平成 28 年 12 月９日　　宮崎県美郷町議会議長　　森田　久寛

提出先　衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・内閣官房長官・財務大臣・総務大臣・厚生労働大臣園田　義彦  議員

児
童
・
生
徒
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
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【
問
】
美
郷
町
育
英
奨
学
金
貸
与
条
例
の

定
住
に
は
返
還
免
除
の
範
囲
が
定
め
て

あ
る
が
、
人
口
対
策
、
担
い
手
体
対
策

の
た
め
、「
職
種
」
を
削
除
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
町
外
か
ら
の
転
入
者
に
つ

い
て
も
、
他
自
治
体
で
借
り
て
い
た
奨

学
金
の
返
還
分
に
つ
い
て
は
、
定
住
助

成
金
と
し
て
支
援
で
き
な
い
か
伺
う
。

【
答
】
表
示
の
仕
方
が
不
明
瞭
な
の
で
、

免
除
の
範
囲
を
次
の
議
会
で
条
例
の
改

正
を
提
案
し
た
い
。
転
入
者
の
助
成

は
、
今
は
考
え
て
い
な
い
。

【
問
】「
ガ
ン
バ
レ
！
農
業
び
と
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
実
施
要
領
の
中

で
、
農
業
用
資
材
（
消
耗
品
的
資
材
は

除
く
）
と
あ
る
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に

使
用
す
る
被
覆
資
材
は
耐
久
性
が
高

い
。
農
業
用
資
材
と
し
て
補
助
対
象
に

で
き
な
い
か
伺
う
。

【
答
】
来
年
、
県
単
事
業
で
対
応
し
、
生

産
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
た
い
。

【
問
】
交
流
人
口
対
策
に
つ
い
て

町
観
光
事
業
、
黒
木
区
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン

構
想
等
を
総
合
し
て
考
え
、
延
岡
圏
人

口
呼
び
込
み
対
策
と
し
て
、
南
郷
～
西

郷
～
北
郷
～
延
岡
間
の
バ
ス
運
行
に
つ

い
て
、
検
討
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

【
答
】
必
要
な
手
段
と
考
え
て
、
関
係
機

関
へ
働
き
か
け
た
い
。

【
問
】
空
中
防
除
機
導
入
に
つ
い
て

適
期
防
除
、
労
力
不
足
解
消
、
受
託
事

業
拡
大
の
た
め
、
町
内
に
お
い
て
試
験

導
入
の
計
画
を
し
て
は
い
か
が
な
も
の

か
伺
う
。

【
答
】
現
在
計
画
は
な
い
が
、
希
望
す
れ

ば
支
援
し
た
い
。
国
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
町
と
し
て
し
っ
か
り
対
応
し
て
い

き
た
い
。

【
問
】
総
合
戦
略
は
平
成
27
年
度
～
31
年

度
を
計
画
期
間
と
し
て
、
４
つ
の
基
本

目
標
と
５
年
後
の
数
値
目
標
を
掲
げ
て

者
が
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
が
、

さ
ら
に
綿
密
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
。
タ
ス
キ
等
に
関
し
て
も
、
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
部
活
等
に
お
い
て
下
校
が
遅
く
な

る
よ
う
な
生
徒
に
は
、
状
況
を
判
断
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

ゴ
ミ
は
収
集
日
当
日
、
朝
８
時
ま
で
に

出
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
や

車
の
運
転
を
さ
れ
な
い
方
々
に
と
っ
て

は
、
雨
天
時
ま
た
寒
さ
等
で
ゴ
ミ
を
朝

方
出
す
と
い
う
こ
と
は
困
難
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ッ
ク
ス
の
補
修
等
を
行
い
、
雨
で
も

濡
れ
な
い
よ
う
に
し
、
資
源
ゴ
ミ
に
つ

い
て
は
、
前
日
の
昼
間
で
も
出
さ
れ
る

よ
う
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。
ま

た
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
が

狭
く
て
使
用
し
づ
ら
い
箇
所
に
つ
い

て
、
増
設
等
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
ゴ
ミ
を
事
前
に
出
す
と
い
う
こ
と

は
、
景
観
を
乱
す
よ
う
な
こ
と
も
想
定
さ

れ
、
収
集
日
当
日
出
す
の
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。
ど
う
し
て
も
当
日
に
出
す
こ
と

が
困
難
な
方
が
お
ら
れ
れ
ば
、
何
ら
か
の

対
策
は
検
討
し
た
い
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ッ
ク
ス
増
設
に
つ
い
て
は
、
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

【
問
】
児
童
生
徒
の
通
学
時
に
お
け
る
声

か
け
事
件
や
交
通
事
故
等
が
度
々
報
道

さ
れ
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
、
事

故
が
有
り
得
る
と
想
定
し
た
指
導
が
必

要
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
様
な
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。
合
わ
せ
て
交
通

事
故
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
、
児
童

生
徒
に
反
射
テ
ー
プ
の
付
い
た
タ
ス
キ

等
を
掛
け
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
部
活
等
で
下
校
が
遅
く

な
る
生
徒
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
同
乗
で
き
る
よ
う
な
対
策
が
必
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
。

【
答
】（
教
育
長
）
児
童
生
徒
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
は
、
行
政
、
学
校
、
保
護

7

施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
こ

と
に
つ
い
て
伺
う
。

①
総
合
戦
略
の
効
果
検
証
と
改
定
を
行

う
と
な
っ
て
い
る
が
、
い
つ
の
時
点

で
、
ど
の
範
囲
ま
で
行
う
の
か
。

【
答
】
毎
年
度
検
証
し
、
必
要
と
あ
れ
ば

基
本
目
標
ま
で
改
定
し
、
目
標
達
成
に

向
け
た
施
策
と
す
る
。

②
「
住
ま
い
づ
く
り
」、「
暮
ら
し
づ
く

り
」
は
一
体
的
に
進
め
な
い
と
移
住
定

住
の
目
標
は
達
成
で
き
な
い
。
町
内
で

の
就
業
は
限
ら
れ
る
し
、
重
要
な
の
が

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
構
想
だ
と
思
う
。
旧
黒

木
小
学
校
校
舎
跡
の
活
用
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
新
た

な
施
策
の
考
え
は
な
い
の
か
。

【
答
】
救
急
救
命
士
の
住
宅
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
に
し
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
地
方
創
生
交
付
金
の
交
付
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、
２
階
部
分
は
救
急
救
命

士
の
住
宅
、
１
階
は
誘
致
企
業
の
事
業

所
と
す
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
施

策
と
し
て
、
住
宅
地
の
分
譲
と
か
住
宅

の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

③
宅
地
の
分
譲
は
黒
木
地
区
で
も
７
区

画
ほ
ど
で
き
る
遊
休
町
有
地
が
あ
る
。

他
に
も
町
内
に
は
同
様
の
遊
休
地
が
相

当
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
土
地
の
有

効
活
用
を
図
る
上
か
ら
も
格
安
で
、
あ

る
い
は
住
宅
を
建
て
一
定
期
間
住
め
ば

宅
地
代
は
無
料
に
す
る
と
か
、
思
い

支
援
は
３
人
い
れ
ば
15
万
円
、
４
人
い

れ
ば
20
万
円
等
。）
ま
た
「
子
育
て
し
や

す
い
町
」
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
「
美
郷

町
子
宝
条
例
」
の
制
定
、
さ
ら
に
財
源

の
裏
付
け
と
し
て
「
子
宝
基
金
」
の
設

立
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

【
答
】
支
援
を
拡
大
し
て
も
子
ど
も
が
増

え
る
と
は
思
わ
な
い
。
財
政
的
な
こ
と

も
あ
り
、
適
正
な
範
囲
で
助
成
し
た

い
。
条
例
、
基
金
に
つ
い
て
は
提
案
と

し
て
承
っ
て
お
く
。

【
問
】
①
住
民
負
担
を
軽
く
す
る
た
め

に
、
そ
の
他
の
健
康
保
険
に
比
べ
負
担

額
の
多
い
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
必
要

が
あ
る
。
②
ま
た
、
子
育
て
支
援
の
立

場
か
ら
、
子
ど
も
に
対
し
保
険
税
の
減

免
を
求
め
る
。

【
答
】
①
今
後
と
も
医
療
費
が
増
え
れ

ば
、
保
険
税
は
引
き
上
げ
る
。
②
子
育

て
支
援
は
国
保
以
外
の
制
度
の
中
で
対

応
し
た
い
。

切
っ
た
施
策
が
必
要
で
は
。

【
答
】
今
ま
で
の
分
譲
と
の
バ
ラ
ン
ス
も

考
慮
し
、
買
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
適

正
な
価
格
を
設
定
し
て
、
積
極
的
に
分

譲
を
進
め
て
い
く
。

④
「
結
婚
・
子
育
て
支
援
」
は
５
年
後

の
出
生
数
を
１
４
０
人
と
し
て
い
る

が
、
こ
の
目
標
に
は
婚
活
支
援
と
と
も

に
、
子
育
て
支
援
が
重
要
。
こ
の
た
め

今
行
っ
て
い
る
出
産
祝
金
、
保
育
料
の

軽
減
、
医
療
費
・
給
食
費
の
助
成
、
高

校
就
学
支
援
等
を
１
世
帯
（
１
夫
婦
）

当
り
の
子
ど
も
の
数
に
応
じ
て
拡
充
で

き
な
い
か
。（
例
・
出
産
祝
金
を
３
人
目

は
20
万
円
、
４
人
目
は
30
万
円
。
給
食

費
は
３
人
目
以
降
は
無
料
、
高
校
就
学

【
問
】
地
震
が
頻
発
す
る
中
、
観
光
客
や

職
員
の
安
全
確
保
の
た
め
、
観
光
施
設

な
ど
に
防
災
無
線
の
設
置
が
必
要
と
考

え
る
。
ま
た
防
災
無
線
運
用
で
は
、
火

災
発
生
の
情
報
な
ど
を
広
報
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

【
答
】
防
災
無
線
が
な
い
施
設
は
設
置
を

検
討
す
る
。
運
用
に
つ
い
て
は
、
広
報

す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

【
問
】
町
の
条
例
や
補
助
金
要
綱
な
ど

は
、
美
郷
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
、
ま
た
各
種
申
請
用
紙
な

ど
も
自
宅
で
印
刷
で
き
る
よ
う
に
し

て
、
町
民
生
活
の
利
便
性
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

【
答
】
条
例
や
各
種
申
請
用
紙
な
ど
は
自

宅
で
印
刷
で
き
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

【
問
】
赤
字
経
営
の
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
の
レ

ス
ト
ラ
ン
の
改
善
は
ど
う
取
り
組
ま
れ

た
の
か
。
ま
た
プ
ー
ル
の
活
用
と
し

て
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の
設
置
・
利

用
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
等
集
客
対
策

の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

【
答
】
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
は
、
在
庫
管
理

の
徹
底
、
仕
入
品
目
の
見
直
し
な
ど
で

改
善
す
る
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
設
置

に
つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討
す
る
。
そ

の
他
の
施
設
（
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
練
習

台
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ャ
ン
プ
台
の
設

置
）に
つ
い
て
も
受
託
者
と
協
議
す
る
。

田代小学校児童登校風景

甲斐　栄  議員

美
郷
町
補
助
金
に
つ
い
て

小田　照男  議員

美
郷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

旧黒木小学校

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て小路　文喜  議員
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■総務常任委員会
①調査日及び目的　平成 28 年 12 月 12 日～ 13 日
　　　　　　　　　西臼杵常備消防の設立経緯と現況、熊本地震の実態と復興状況について

　調査の概要（意見）
　�　全国的に消防の常備化が課題になっており、今後本町での常備化問

題等に資するため、町の状況等が類似している西臼杵常備消防につい
て調査を行った。

　�　発足にあたり、施設整備並びに今後の運営を考えると、財政問題が
大きかったようである。常備化すると消防署と別に消防本部内に総務
係、予防係、警防係を置き、守備範囲が広くなることや消防車両等設
備更新対策、施設の老朽化対策のための基金造成も必要とのことであ
り、常備化は慎重な検討が必要と感じた。

　�　また、地元住民の方に案内をお願いし、熊本県益城町を中心に熊本
地震の被害状況等について調査を行った。

　�　ようやく公費による取り壊し等が始まったとのことであり、復興はまだ先のことだと感じるとともに、国県
等の対応の遅れが目立つと感じた。本町でも地震等災害対策を住民の暮らし再建、町の復旧との立場からどう
構築するかを今後の課題として研究する必要があると感じた。

■産業建設常任委員会
①調査日及び目的　平成 28 年 10 月 19 日
　　　　　　　　　町有林長期受委託契約の現状（平成 27 年度主伐現地視察）、ヤマダカレハ被害状況調査

　調査の概要（意見）
　　平成 27 年度中に皆伐を行った西郷、北郷地区の現場並びに北郷内のヤマダカレハの被害林の調査を行った。
　�　ヤマダカレハの駆除にあたっては関係課職員や森林組合の職員、作業班の苦労を感じた。一日も早いヤマダ

カレハの撲滅を支援したい。また、耳川広域森林組合美郷支所内で、今後の林業の問題点、再造林対策等に関
し意見交換を行った。今後、山主の高齢化や不在所化等を考えると、森林組合との協働はもちろん、民間事業
体を含め、林地を守るための情報公開や集約化、林業を守るためのしっかりと安定した支援体制が重要と感じた。
②調査日及び目的　平成 28 年 11 月 15 日～ 16 日　
　�　　　　　　　　�ＣＬＴを含むエンジニアウッドの現況と将来性（吉田産業㈱）、酒谷地区における地域おこし

の現況と坂元棚田のオーナー制度の状況と問題点（道の駅酒谷・坂元棚田）
　調査の概要（意見）
　�　県内で唯一ＣＬＴのＪＡＳ認定工場である吉田産業㈱において、ＣＬＴの現物、集成材工場や木質バイオマ

ス発電所を視察後、今後の木材需給状況等についての意見交換を行った。ＣＬＴは軽量で、工期短縮も可能な
ことから、また性能が安定していることから、今後ますますの需要拡大が見込まれる。

　�　また、道の駅酒谷・坂元棚田では地域おこし協議会長から話を伺ったが、行政主導ではなく、公民館等をう
まく巻き込みながら活動されており、高齢者の生きがいづくりの点からも取り組みは大いに評価できる。本町
においても独自の取り組みに対する支援策を含め、今後の取り組みを構築すべきであると考える。

※ＣＬＴ…板の層を各層で互いに直交するように積層接着した厚型パネルのこと。
※�エンジニアリングウッド…加工工場で様々な手法を用いて製造された製品で、主に接着剤を用いて作られる木質系材料の総称。

【
問
】
庁
舎
新
設
に
伴
う
周
辺
整
備
に
つ

い
て

①
商
工
会
併
設
に
つ
い
て
は
。

【
答
】
商
工
会
と
し
て
は
入
居
し
た
い
と

の
意
向
で
進
め
て
い
た
が
、
役
員
の
協

議
の
結
果
、
今
回
に
つ
い
て
は
一
応
見

送
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

②
商
工
会
に
隣
接
す
る
元
理
髪
店
の
家

屋
は
ど
う
す
る
の
か
。

【
答
】
い
ず
れ
は
解
体
、
撤
去
し
た
い
。

③
周
辺
に
点
在
す
る
借
地
駐
車
場
は
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

【
答
】
職
員
駐
車
場
と
し
て
は
不
足
気
味

で
あ
る
の
で
、
今
後
、
購
入
の
予
定
で

進
め
る
。

④
新
庁
舎
に
隣
接
す
る
町
道
は
整
備
す

る
の
か
。

【
答
】
設
計
が
終
了
し
た
の
で
、
道
路
拡

張
を
進
め
る
。

【
問
】
南
郷
鬼
神
野
の
森
の
駅
に
つ
い

て
、
今
後
い
つ
ま
で
も
現
在
の
よ
う
な

あ
り
方
で
地
元
の
「
鬼
神
野
ふ
る
さ
と

再
生
委
員
会
」
に
運
営
を
任
せ
て
い
く

の
か
考
え
を
伺
う
。

【
答
】「
鬼
神
野
ふ
る
さ
と
再
生
委
員
会
」

に
は
現
在
指
定
管
理
者
と
し
て
施
設
の

維
持
管
理
を
委
託
し
て
い
る
。
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
、
次
期
指
定
管
理
者
を

募
集
す
る
時
点
で
、
特
別
な
応
募
が
な

い
限
り
は
、「
鬼
神
野
ふ
る
さ
と
再
生
委

員
会
」
に
継
続
し
た
施
設
管
理
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
農
用
地
開
発
跡
地
に
つ
い
て

南
郷
村
時
代
に
農
用
地
開
発
が
さ
れ
た

所
が
あ
り
、
耕
作
放
棄
さ
れ
、
何
も
作

付
け
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
所

が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る
べ
き
と

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

【
答
】
現
在
、
南
郷
無
田
地
区
で
「
ヒ
サ

カ
キ
」
の
実
証
展
示
圃
を
設
置
し
て
お

り
、
再
生
作
物
と
し
て
推
進
で
き
る
と

判
断
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
耕
作
放
棄

地
も
活
用
し
な
が
ら
対
策
に
努
め
て
い

く
。
そ
の
た
め
に
は
、
担
い
手
の
確
保

も
あ
わ
せ
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

リ
ー
ト
を
目
指
す
子
ど
も
た
ち
へ
の
直

接
指
導
の
た
め
に
、
指
導
者
を
招
い
て

陸
上
競
技
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
指
導
を

行
う
。
関
連
で
は
県
が
進
め
て
い
る

ワ
ー
ル
ド
ア
ス
リ
ー
ト
発
掘
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
本
町
よ
り
小
学
生
１

名
、
中
学
生
２
名
が
県
の
強
化
選
手
と

し
て
参
加
し
て
い
る
。

②
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
等
も
積
極
的
に
推

進
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
】
今
ま
で
宿
泊
し
て
の
フ
ラ
イ
ト
は

な
く
、
働
き
か
け
は
し
て
も
良
い
が
、

お
そ
ら
く
な
い
と
思
う
。

③
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
つ
い
て
は
の
考
え

は
。

【
答
】
既
存
の
施
設
を
利
用
し
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
。
温
泉
施
設
を
利
用
し

た
合
宿
も
、
今
後
取
り
組
む
。

①
４
年
後
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
。
ま
た
、
２
０
２
６
年
第

81
回
国
民
体
育
大
会
が
47
年
ぶ
り
に
宮

崎
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
し

た
と
の
報
道
も
あ
る
。
本
町
で
も
各
団

体
の
ス
ポ
ー
ツ
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
る
が
、
今
後
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
美
郷

へ
の
取
り
組
み
を
行
う
の
か
伺
う
。

【
答
】（
町
長
）
健
康
で
活
力
の
あ
る
町

づ
く
り
に
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
は
非
常
に

重
要
と
考
え
て
い
る
。
本
年
度
よ
り
地

方
創
生
総
合
戦
略
の
一
つ
の
事
業
と
し

て
県
の
補
助
を
財
源
に
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
や
部
活
に
対
す
る
助
成
、
そ
の
指

導
者
等
を
対
象
と
し
た
「
み
さ
と
っ
子

「
夢
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
町
と
し
て
も

事
業
の
更
な
る
充
実
を
図
る
。

【
答
】（
教
育
長
）
将
来
の
ト
ッ
プ
ア
ス

西臼杵広域消防視察調査

主伐現地調査 吉田産業㈱工場視察

甲斐　秀徳  議員

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
美
郷
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

尾上　忠保  議員

南
郷
鬼
神
野
の
森
の
駅
の

今
後
に
つ
い
て

旭化成陸上部による陸上教室
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町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
顧
み
て
昨
年
は
、
熊
本
地
震
、
茨
城

地
震
、
東
北
台
風
災
害
、
糸
魚
川
の
大

火
災
等
改
め
て
地
域
防
災
計
画
、
豪

雨
、
地
震
、
津
波
に
対
し
て
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
等
の
諸
問
題
を
含
め
て
、
広
域

的
な
視
野
の
元
に
考
察
す
る
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

日
本
選
手
の
素
晴
ら
し
い
プ
レ
イ
を
見

せ
て
も
ら
い
、
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

四
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
こ
の

様
に
素
晴
ら
し
い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
新
大
統
領
が
誕

生
し
、
そ
の
結
果
ど
の
よ
う
な
影
響
が

わ
が
国
に
お
い
て
あ
る
の
か
、
今
後
注

視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
新
庁
舎
も
三
月
に
は
完
成
の
予
定
で

す
。

　
議
会
と
し
て
も
こ
れ
を
機
に
、
ま
す

ま
す
住
民
に
近
い
議
会
を
目
指
し
、
内

容
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
新
議
場
で
の
傍
聴
に
も
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
編
集
委
員
）

　
　
　
委
員
長
：
小
路
　
文
喜

　
　
　
副
委
員
長
：
那
須
　
富
重

　
　
　
委
　
　
員
：
甲
斐
　
秀
徳

　
　
　
委
　
　
員
：
小
田
　
照
男

　
　
　
委
　
　
員
：
新
玉
　
卓
教

＝ 

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

＝

東臼杵郡幹部議員研修会

県町村議会広報研修会

総務常任委員会熊本地震被害状況等調査

10月
　６日／東臼杵郡町村監査委員研修（～７日）
１３日／県町村議会議長会臨時総会・議員大会
１８日／議会運営委員会・全員協議会・第５回臨時会
１９日／産業建設常任委員会所管事務調査
２４日／第１回県北部広域行政事務組合議会	
２６日／東臼杵郡幹部議員研修会

11月
　８日／日向東臼杵広域連合議会
　９日／第６０回町村議会議長全国大会
１０日／東臼杵郡町村議会議長会政務調査（～１１日）
１４日／県町村議会幹部議員研修会
１５日／産業建設常任委員会所管事務調査（～１６日）
１７日／森林・林業活性化議員連盟連絡会議総会研修会
１９日／延岡市新庁舎落成記念式典
２４日／県町村議会広報研修会
　　　　平成２８年度定期監査（～２５日）
２６日／日向看護高等専修学校創立５０周年記念式典
３０日／議会運営委員会・全員協議会

12月
　２日／東臼杵郡町村議会議長会
　５日／入郷地区衛生組合議会
　７日／第４回定例会（～９日）
１２日／総務常任委員会所管事務調査（～１３日）
２７日／議会広報特別委員会

～要望活動を実施しました～　平成28年９月29日～30日
中央省庁（国土交通省・林野庁・農林水産省）、県選出国会議員への要望活動を実施し、関係する下記
事項についての実状を訴え、支援を要望しました。

【要望事項】
有害獣対策の予算の確保について

（農林水産省）
森林整備事業の予算の確保について

（林野庁・農林水産省）
地方への道路整備に係る予算の確保について

（国土交通省） 林野庁 議員会館事務所


